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一
本
・
斑
吐
水
一
挺
宛
相
渡
候
係
、
町
内
に
お
ゐ
て
寧

桶
一
つ
宛
早
法
務
菌
、
火
事
腕
ヘ
樹
揃
可
出
之
候
。
』

と
あ
る
。

日
ユ
ウ
ホ
ウ
立
努

J
ス
ギ
ウ
ラ
リ
ュ
ウ
ホ
ウ

杉
浦
立
芳
。

リ
ュ
ウ
ミ
ヨ
ウ
ジ
隆
明
寺
白
山
中
宮
八
院
の

一
つ
で
、
・
源
開
ヤ
雌
袈
砲
に
は
北
四
ヶ
寺
の
巾
に
敏
へ

て
ゐ
る
。
今
能
楽
部
に
立
明
寺
村
が
あ
る
の
は
、
そ

の
寺
の
所
在
で
あ
る
。
能
楽
名
蹴
誌
に
も
『
立
明
寺

村
に
寺
跡
あ
り
。
即
ち
立
明
寺
と
云
ふ
。
』
を
記
し
て

腐
る
。
リ
ュ
ウ

εヨ
ウ
ジ
立
明
寺
能
楽
部
徳
締
郷
に

臨
す
る
部
務
。
隆
明
寺
が
あ
っ
た
に
凶
っ
て
村
名
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

リ
ュ
ウ
ミ
ヨ
ウ
ジ
イ
シ
立
明
寺
石
能
美
郡
立

明
寺
か
ら
産
す
る
石
材
0
.石
英
組
商
岩
氏
凝
脱
出
伺
で
、

淡
背
白
色
.
石
基
巾
に
稿
浪
色
の
砂
礁
を
混
じ
、
質
組

靴
朕
に
し
て
少
し
く
綾
密
で
あ
る
。

リ
ュ
・
ワ
モ
ウ
ケ
ン
プ
ン
立
毛
線
分

J
ミ
タ
テ

ガ
ハ
リ
オ
カ
ジ
マ
イ
見
立
代
御
貸
米
。

切
手
ワ
モ
ン
ジ
龍
門
寺
路
島
制
小
島
に
在
っ

て
、
留
澗
宗
に
鴎
す
る
。
文
明
五
年
宗
誌
が
笛
七
尾

に
創
立
す
る
腕
。
後
今
の
地
に
斡
じ
、
一
元
和
市
堂
宇

を
再
建
し
た
。
次
い
で
鳳
京
都
一
一
一
井
の
興
徳
寺
が
返

縛
し
た
際
、
本
山
総
待
寺
の
評
議
に
ょ
っ
.
て
、
飽
門

寺
を
奥
徳
寺
と
改
め
、
自
・
山
義
元
・
義
制
の
興
徳
寺

に
封
し
て
奥
へ
た
寄
進
朕
を
も
之
に
談
っ
た
が
、
後

に
興
徳
寺
を
以
て
呼
ぶ
も
の
な
く
、
何
時
し
か
醤
の

如
〈
龍
門
寺
に
復
し
た
。

日
ユ
・
ワ
号
ン
シ
ョ
ウ
タ
ン
龍
門
詔
驚
附
同
制
宗

の
併
。
大
義
悼
事
の
法
令
・
嗣
ぎ
、
鳳
主
泌
総
待
寺
に

住
し
、
能
登
穏
殺
・
信
浪
癒
松
の
二
寺
に
挺
窓
し
た
。

日
ヨ
ウ
ア
シ
ョ
ウ
コ
ウ
イ
カ
イ
雨
亙
相
公
遺
蹟
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リ
ユ
i

リ
ヨ

一
mm。
前
倒
利
家
及
び
利
長
の
治
言
朕
を
鎮
め
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
を
分
間
し
た
揚
A
n
に
は
、
亜
相
公

治
誠
・
蹴
盟
相
公
治
誠
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

リ
ヨ
ウ
ア
シ
ョ
ウ
コ
ウ
イ
カ
イ
コ
ウ
ホ
ン
雨
亙

相
公
遺
誠
校
本
雨
毘
相
公
也
被
は
加
賀
滞
士
の
聞

に
縛
潟
を
重
ね
て
、
誤
謬
甚
だ
多
き
に
歪
っ
た
の
で
、

文
化
三
年
岱
悶
景
周
が
、
有
様
永
貞
本
を
採
っ
て
原

本
と
し
、
欣
本
の
異
同
を
上
積
に
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
叉
別
に
文
化
十
ご
年
湯
浅
結
締
が
異
本
を
防
戦

校
合
し
た
も
の
も
あ
る
。
富
凶
民
の
校
本
に
は
胸
盛

相
公
訟
減
が
三
泡
で
あ
る
が
、
湯
浅
氏
の
に
は
利
常

へ
の
治
命
郵
が
一
泡
多
い
。

リ
ヨ
ウ
イ
す
翁

J
ゼ
ツ
ガ
グ
リ
ヨ
ウ
イ
絶

感
了
録
。

日
ヨ
ウ
イ
ン
す
因
金
制
仲
良
宗
東
波
林
幽
寺
の

住
伯
川
雄
苑
熔
と
蹴
し
、
商
会
摂
援
に
製
ん
で
寮
司

に
総
ん
だ
。
嘉
永
二
年
三
泊
二
十
七
日
六
十
三
践
を

以
て
寂
。

リ
ヨ
ウ
イ
ン
夏
因

調
明
・
民
凶
。

J
ド
タ
ミ
ヨ
ウ
リ
ヨ
ウ
イ

y 

J
チ
ユ
ウ
ザ

y
p
ヨ
ウ
ウ

リ
ヨ
ウ
ウ
ン

Y
運

γ

怨
山
了
迎
。

リ
ヨ
ウ
オ
ウ
震
藤
江
沼
郡
山
中
凶
分
山
地
国
王

寺
十
四
代
の
術
。
文
化
九
年
山
中
祖
泉
縁
起
を
但
し
、

同
十
年
文
山
中
祖
泉
湯
治
養
生
容
を
書
い
た
。

日
ヨ
ウ
オ
ウ

Y
限
金
梯
奨
宗
東
一
概
林
幽
寺
の

住
持
。
番
流
庵
と
践
し
た
。
初
め
河
北
郡
雨
森
下
党

悶
寺
に
養
は
れ
た
が
、
奈
良
に
遊
製
し
て
寺
務
を
顧

み
な
か
っ
た
鑓
に
寺
を
逐
は
れ
、
後
林
幽
寺
に
入
。
、

商
食
感
凝
に
感
び
、
文
化
十
三
年
擬
欝
と
な
っ
た
。

加
賀
法
論
の
起
っ
た
時
、
了
紙
は
文
政
・
五
年
上
洛
し

て
五
一
衆
院
賀
景
講
師
に
内
訴
す
る
腕
あ
っ
た
。
九
年

七
周
一
日
寂
、
七
十
一
歳
。

頁
快

J
ジ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ジ

リ
ヨ
ウ
カ
イ

寺
09
ヨ
ウ
カ
タ
タ

7
箆
寺
珠
洲
郡
鹿
野
ハ
今
野

々
江
〉
に
在
っ
て
、
員
宗
東
一
概
に
鴎
す
る
。

リ
ヨ
ウ
ガ
ン
M
V
Y膜
寺
金
棒
盟
同
町
に
在
っ

て
、
集
照
山
と
観
し
、
部
土
宗
に
臨
す
る
。
元
利
入

年
如
来
寺
五
代
呑
繕
の
こ
L
に
返
隠
し
た
に
起
る
。

日
ヨ
ウ
ギ
了
義
鳳
京
都
甲
員
宗
東
抵
願
麗
寺

十
代
の
住
持
。
博
聞
強
記
、
群
曹
を
捗
識
し
、
名
聾

四
方
に
瀬
い
た
鋸
教
を
総
ふ
者
が
多
か
っ
た
。
文
化

九
年
五
周
二
日
五
十
三
歳
で
寂
。

日
ヨ
ウ
ケ
領
家
河
北
郡
英
国
郷
に
鴎
す
る
部

務
。
一
一
一
宮
古
記
な
ど
に
見
え
る
英
悶
村
は
現
に
そ
の

名
を
存
せ
ぬ
が
、
こ
の
領
家
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

日
ヨ
ウ
ケ
コ
シ
ヂ
カ
リ
ガ
ネ
雨
家
越
路
厩
金

一
mmo
安
永
九
年
高
回
普
臓
が
、
金
谷
御
殿
内
に
於

い
て
、
中
村
鴎
右
衛
門
を
殺
自
首
し
た
次
第
を
普
い
た

も
の
。
著
者
は
不
明
。

・
9
ヨ
ウ
ケ
シ
ツ
ミ
領
家
七
海
羽
咋
郡
熊
野
方

郷
に
鴎
す
る
邸
帯
。
領
家
町
か
ら
分
か
れ
た
も
の
で
、

七
海
と
生
前
と
の
聞
で
あ
る
が
、
地
闘
に
そ
れ
を
脆

し
た
も
の
が
あ
る
。

日
ヨ
ウ
ケ
マ
チ
領
家
町
羽
咋
郡
富
衆
院
に
鴎

す
る
都
務
。
地
獄
町
・
商
問
と
共
に
惣
縛
し
て
笛
飛

と
い
ひ
、
領
家
町
は
富
来
川
を
隔
て
L
地
頭
町
に
封

す
る
。
リ
ヨ
ウ
ゲ
ン
イ
ン
窃
玄
院
大
器
寺
滞
主
第
五

代
前
回
利
道
の
子
利
行
の
法
焼
。
詳
し
〈
は
亮
玄
院

袈
禄
義
一
-
一
目
的
士
。

日
ヨ
ウ
ゲ
ン
ジ
頁
源
寺
石
川
郡
鶴
来
に
在
っ

て
、
民
宗
東
援
に
屈
す
る
。

日
ヨ
ウ
ヂ
ン
ジ
夏
玄
寺
鹿
島
郡
酒
弁
に
在
っ

て
、
曹
洞
宗
に
腐
す
る
。
永
徳
二
年
珠
鰻
遭
珍
の
開

静
養

事

f却

益
さ対

b 

宅、

努
ぇig 
Fヰ

グJ

震
鰭

基
09
ヨ
ウ
ゴ

良
情
。
日
ヨ
ウ
コ
ウ

徳
翁
良
官
問
。

リ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
了
光

ウ
寂
室
了
光
。

リ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ジ
謁
光
寺
能
美
榔
巾
ハ
部
務
名
〉

に
在
っ
て
、
長
宗
東
源
に
鴎
す
る
。
弘
化
一
一
一
年
石
川

郡
木
世
間
に
創
立
し
、
明
治
三
十
四
年
三
用
今
の
地
に

移
っ
た
。

リ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ジ
す
廃
寺
河
北
部
東
蚊
ヶ
爪
に
在

っ
て
、
奨
宗
東
振
に
闘
す
る
。
初
め
石
川
端
雨
新
保

に
創
立
し
、
寛
文
元
年
金
制
作
に
移
り
、
明
治
十
年
十

一
一
周
今
の
地
に
締
じ
た
。

リ
ヨ
ウ
コ
タ
テ
ツ
ポ
ウ
ア
ラ
タ
メ
プ
ギ
ヨ
ウ
領

国
鍛
勉
改
奉
行

4
テ
ツ
ポ
ウ
ア
ラ
タ
メ
プ
ギ
ヨ
ウ

餓
魁
改
奉
行
。

リ
ヨ
ウ
ゴ
ン
イ
ン
楊
巌
院
七
日
市
滞
宅
第
五

代
前

m利
英
の
法
脱
。
詳
し
く
は
拐
般
院
大
空
前
月

大
股
士
。

リ
ヨ
ウ
サ
イ
ジ
了
酉
寺
能
楽
郷
平
.
簡
に
在
し

て
、
員
宗
東
援
に
鹿
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、

明
治
十
二
年
五
周
寺
鋭
の
公
稽
を
詐
さ
れ
た
。

9
ヨ
ウ
ザ
ン
ハ
ン
オ
ウ
量
山
鍵
慰
金
滞
留
制

宗
鎚
岡
寺
岡
代
の
住
持
。
下
野
の
人
。
越
の
太
白
寺

に
往
き
、
鹿
山
恕
陽
に
投
じ
て
印
可
を
受
け
、
永
平

寺
に
出
世
し
、
慶
長
十
年
質
問
寺
に
住
し
、
叉
宗
穂
・

久
昌
ご
寺
を
金
持
に
創
め
、
元
和
入
年
一
一
一
周
十
況
日

現
住
中
寂
し
た
。
年
六
十
入
。

リ
ヨ
ウ
シ
プ
ギ
ヨ
ウ
料
紙
奉
行
点
亭
ご
年
十

周
森
口
伴
七
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
是
よ
り
以
前
も
あ
っ

た
も
の
ら
し
い
が
、
姓
名
は
不
明
で
あ
る
。
同
三
年

4
ム
ト
グ
リ
ヨ
ウ
ず

無
得

震
電車r
r.;;司

4
ト
グ
オ
ウ
リ
ヨ
ウ
コ
ウ

4
ジ
ヤ
グ
Y
ツ
リ
ヨ
ウ
コ

九
O
九


